
百人一首にある歌人名
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1 天智天皇 中大兄皇子 中臣鎌足と手を組んで蘇我氏親子をほろぼし大化の改新を行った。中臣鎌足を藤原鎌足という名前にした。
実りの秋の取り入れにあたって、田の近くの仮小屋で寝ずの番をしていると、屋根をふいてある苫の目が

あらいので、すき間からもれ落ちる夜露に、わたしの袖はしきりにぬれていますよ。
M 626 671 45 2 後撰集 302 4 1 1 1 1

2 持統天皇 天智天皇の皇女。天武天皇の妻。旅行好きだった。
春は過ぎ去り、夏が来たようですね。香具山には、あのようにたくさんなまっ白な着物が干されているの

ですから。
F 645 702 57 8 新古今集 175 2 1 1

3 柿本人麻呂 山部赤人と並ぶ大歌人。文武天皇と持統天皇に仕えた。「万葉集」には読人不知で載っている。
山鳥の尾のように、長い長い秋の夜を、わたしは、恋しい人の訪れもなく、ただ一人、さみしく寝なけれ

ばならないのだろうか。今ごろどうしているのかな。
M 〇 不明 不明 3 拾遺集 778 248 105 22 6 11 25 25 3 11 9 10 15 3 3

4 山部赤人
三十六歌仙の一人。聖武天皇に仕えた身分の低い役人だったが、優れた宮廷の歌人であった。柿本人麻呂を先輩に持ち、二人は大伴家持から大変尊敬され

ていた。

田子の浦の海岸に出てみると､雪をかぶったまっ白な富士の山が見事に見えるが、その高い峰には、今も

しきりに雪がふり続けているではないか。
M 〇 不明 不明 8 新古今集 675 46 3 7 2 4 9 7 2 2 3 4 2 1

5 猿丸大夫
百人一首の歌が詠まれたのは九世紀末に光孝天皇の皇子が開いた歌合せのときに詠まれた。大伴黒主の歌は猿丸太夫の系統である。三十六歌仙の一人だが

詳しいことは何もわからず、実在したかどうかも未だ疑問が残る人物である。

奥深い山の中で散り積もったもみじを踏み分けながら、妻をしたって鳴いている鹿の声を聞くと、秋は、

ひとしお悲しい思いがすることだ。
M 〇 不明 不明 1 古今集 215 7 ①

6 中納言家持 名門・大伴氏の子息。一生の大半を地方役人として過ごしたが、万葉集には家持の歌が一番多く載っている。
七夕の夜、天の川にかけたという、あの伝説の橋を思わせるような、この宮中の階段、この階段に、真っ

白な霜が下りて、その霜の白さを見ると、夜もかなりふけたようだなあ。
M 〇 718 785 67 8 新古今集 620 62 3 11 4 3 8 6 3 4 5 3 7 1 4

7 阿部仲麿
若くして留学生として唐へ渡り、大学で学問を修めた。遣唐大使として唐に渡った藤原清河ともに玄宗皇帝に仕えた。そして、役人として重用された。李

白や王維などの有名な詩人とも交流があった。

大空をはるかにみわたすと、月が美しくのぼっている。ああ、この月はふるさとの春日にある、三笠の山

にのぼった、あのなつかしい月なのだ。
M 698 770 72 1 古今集 406 2 1 1

8 喜撰法師 六歌仙の一人。謎の多い歌人。
私の草庵は都の東南にあって、そこで静かにくらしている。しかし世間は私が世の中から隠れてこの宇治

の山に住んでいるのだと噂しているようだ。
M 〇 不明 不明 1 古今集 983 2 1 1

9 小野小町 吉子
六歌仙唯一の女流歌人。小野良実の子。小野比右子の姪。僧正遍昭とは幼なじみ。在原業平と文屋康秀とは友達。文屋康秀と文を送りあっていた。「深草

少将の百夜通い」の伝説がある。

桜の花の色がすっかり色あせてしまったように、私の容姿もすっかり衰えてしまった。春の長雨が降り続

き、私がもの思いにふけっている間に。
F 〇 〇 不明 不明 1 古今集 113 64 17 8 5 6 4 6 5 1 2 2 4 3 2 1

10 蝉丸 六歌仙時代の人。詳しく知られていない。琵琶の名人。逢坂の関のあとの近くに蝉丸を祀った神社がある。
これがあの京から出て行く人も帰る人も、知り合いも知らない他人も、皆ここで別れ、そしてここで出会

うと言う有名な逢坂の関なのだなあ。
M 不明 不明 2 後撰集 1089 4 1 2 1

11 小野篁 参議篁
小野比右子の異母兄で師匠。小野比右子との悲恋を描いた『篁物語』が有名。嵯峨天皇が気にかけるほど、少年時代から優秀だった。遣唐副使として唐へ

渡ろうとした際、藤原常嗣に船を強奪され、理不尽のあまりに遣唐使を降りた結果隠岐の島へ流される。２年後に都へ戻り、のちに学者となった。

大海原に数多くの島々を目指して船を漕ぎ出していった。このことを都にいるあの人へ伝えて欲しい、漁

師の釣り人よ。
M 802 852 50 1 古今集 407 12 6 2 1 2 1

12 僧正遍昭 良岑宗貞
六歌仙の一人。素性法師の父。桓武天皇の孫。仁明天皇に仕えていた。小野小町とは幼なじみだった。小野小町に恋心を抱いていて百日通うことができた

ら結婚を考えると言われ百日通うことができたがフラれてしまう。その後35歳で出家した。

空そふく風よ、雲の中の通り道を、どうかふき閉ざしてくれ。舞い終わって天に帰って行く天女たちの姿

を、せめてもうしばらく、ここにとどめておきたいのだ。
M 〇 〇 816 890 74 1 古今集 872 35 16 5 5 2 2 1 2 2

13 陽成院
第５７代天皇。藤原高子の子。名は貞明。9歳で即位したが、常識を逸した行動が目立つとして17歳で退位させられた。藤原基経の計略で退位させられた

ともいわれている。その後綏子内親王が天皇となった。綏子内親王が退位した後、綏子内親王と結婚した。陽成院となったのは上皇になった後。

筑波のいただきから流れ落ちてくる男女川（みなのがわ）が、最初は細々とした流れから次第に水かさを

増して深い淵となるように、恋心も次第につのって今では淵のように深くなっている。
M 868 949 81 2 後撰集 776 1 1

14 源融 河原左大臣
嵯峨天皇の皇子だったが臣下に下って、源の姓を名乗るようになった。安法法師の祖父。「源氏物語」の舞台となった河原院という大きなお屋敷に住んで

いた。安法法師の代まで河原院は使われていた。１００年後に荒れ果てた河原院を恵慶法師が歌に詠んだ。

奥州のしのぶもじずりの乱れ模様のように、私の心も(恋のために)乱れていますが、いったい誰のために

このように思い乱れているのでしょう｡
M 822 895 73 1 古今集 724 4 2 2

15 光孝天皇 天皇の身分でありながら、贅沢はせず自炊を行っていた。「源氏物語」の主人公「光源氏」のモデルとされる。
あなたに差し上げようと思って、若菜を摘んでいる私の袖に、早春のあわ雪が、しきりに降りかかりま

す。こうして摘んだ若菜です。召し上がってくださればうれしいんですが。
M 830 887 57 1 古今集 21 14 2 3 3 3 1 1 1 1

16 在原行平 中納言行平 平城天皇の子孫のエリート貴族だった。在原業平の異母兄。平城天皇の皇子。阿保親王の子。弘子の妻。25歳のときに父の阿保親王が亡くなった。
あなたと別れて因幡の国へ行きますが、稲葉の山の峰に生えている松のように、あなたが待っていると聞

いたなら、すぐにも都に帰ってまいりましょう｡
M 818 893 75 1 古今集 365 10 4 3 2 1

17 在原業平 在原業平朝臣
六歌仙の一人。在原行平の異母弟。母は、桓武天皇の皇女。平城天皇の孫。『伊勢物語』の主人公「昔男」の主人公のモデルとされている。陽成院の母で

ある藤原高子とは恋仲だった。しかし、恋は叶わず近衛府の役人として藤原高子を見守った。兄の行平とともに鷹狩りの名手でもあった。

さまざまな不思議なことが起こっていたという神代の昔でさえも、こんなことは聞いたことがない。龍田

川が一面に紅葉が浮いて真っ赤な紅色に水をしぼり染めにしているとは。
M 〇 〇 825 880 55 1 古今集 294 88 31 10 3 12 7 7 5 3 3 2 2 1 1 1

18 藤原敏行 藤原敏行朝臣
三十六歌仙の一人。宇多天皇に大変可愛がられ、若くして兵衛督（宮廷を守る軍隊の長官）になったエリート。書道の達人でもあった。２７歳で亡くなっ

たが、生き返ったりした。

住の江の岸に打ち寄せる波のように、 どうして夜の夢の中でさえ、あなたは人目をはばかって会ってはく

れないのだろう。
M 〇 不明 901？ 1 古今集 559 27 17 4 1 2 1 1 1

19 伊勢 宇多天皇の后・温子に仕える美しい女官だったと言われる。后の兄弟・藤原仲平、時平の元恋人。宇多天皇の皇子まで生んだとされる。
難波潟の入り江に茂っている芦の、短い節と節の間のような短い時間でさえもお会いしたいのに、それも

叶わず、この世を過していけとおっしゃるのでしょうか。
F 〇 877 939 62 8 新古今集 1049 180 20 70 25 15 7 5 8 10 3 3 2 5 3 2 1

20 元良親王
平安時代一番のプレイボーイと言われ、美人に目がない性格だったことから思わず宇多上皇の后を寝取る。当然悪評が広がり離れ離れになってしまった時

にこの歌を詠んだ。後に源氏物語にも使われている。

あなた二度と会えないことに悩み苦しんでおり、今となっては亡くなったの同じです。それならいっそ難

波潟にある澪標のように身を滅ぼしてもいいからあなたにお会いしたいです。
M 890 943 53 3 拾遺集 960 19 6 2 1 1 1 2 2 2 1 1

21 素性法師 良岑玄利
僧正遍昭の子。親子そろって僧侶となり、尚且つ三十六歌仙に選ばれる。百人一首に記載されている歌は「あなたが『来る』と言ったのに、何時まで待た

せる気なの？」と女性の立場になって読んだものである。
（差出人が）今すぐ行くと言ったので、待ち続けていたら、九月の有明の月が出てしまった M 〇 不明 不明 1 古今集 691 62 36 7 2 2 2 2 2 1 1 1 2 3 1

22 文屋康秀 六歌仙の一人。文屋朝康の父。小野小町と文を送りあっていた。
山風が吹きおろしてくると、たちまち秋の草や木が萎れてしまうので、きっと山風のことを「嵐(荒ら

し)」いうのだろう｡
M 〇 不明 不明 1 古今集 249 6 5 1

23 大江千里 大江音人の子。学者の家系で生まれた。百人一首の和歌は突然姿を消してしまった恋人を思って詠んだ。
秋の月を眺めてていると、様々と思い起こされもの悲しいことです。秋はわたしひとりだけにやって来た

のではないのですが…。
M 不明 不明 1 古今集 193 24 9 2 3 1 1 1 1 1 2 1 1 1

24 菅原道真 菅家
優れた学者で、宇多天皇と醍醐天皇に重用され、右大臣まで上った。紀貫之の通っていた大学の講師。藤原時平が天皇に道真の悪評を吹き込んだのが原因

で太宰府へ追放され、そこで一生を終えた。学問の神様として現在まで祭らえている。

この度の旅は忙しく神へ捧げる幣（ぬさ）を用意する時間がありませんでした。その代わり手向山の美し

い紅葉の錦を幣のつもりとして御心のままにお受け取りください。
M 845 903 58 1 古今集 420 37 2 3 6 16 3 3 1 1 1

25 藤原定方 三条右大臣 藤原朝忠の父。和歌や音楽に優れた上流貴族だった。
逢うという名の逢坂山､さ寝という名のさねかずらが、その名に違わぬのであれば、逢坂山のさねかずら

を手繰り寄せるように、人に知られず、あなたのもとにいく方法を知りたいものです。
M 873 932 59 2 後撰集 700 16 1 9 1 1 1 1 1 1

26 藤原忠平 貞信公
藤原実方の曾祖父。藤原時平の弟。関白の藤原時平が病死した後、藤原忠平が右大臣となり醍醐天皇に仕えた。醍醐天皇の父の宇多法皇のお供で小倉山の

麓の大井川に出かけたときに宇多法皇が醍醐天皇にもこの景色を見せたいというので百人一首の歌を詠んだ。貞信公は死後につけられた名前。

小倉山の峰のもみじ葉よ、もしおまえに、物のわかる心があるなら、今度ここへ、天皇がいらっしゃるま

で、どうか散らないで待っていておくれ。
M 880 949 69 3 拾遺集 1129 10 1 4 1 1 2 1

27 藤原兼輔 中納言兼輔 三十六歌仙の一人。紀貫之や凡河内躬恒など、古今集時代の有名な歌人たちと親交があった。歌人たちのスポンサーような役目をしていた。
みかの原を湧き出て流れる泉川よ､ その人をいつ見たといっては、恋しく思ってしまう。本当は一度たり

とも見たこともないのに。
M 〇 877 933 56 8 新古今集 996 55 3 23 7 4 4 1 1 3 1 3 1 2 1 1

28 源宗于 源宗于 朝臣 三十六歌仙の一人。光孝天皇の孫。臣下に下って源の姓を名乗るようになった。
山里はいつの季節でも寂しいが、冬はとりわけ寂しく感じられる。尋ねてくれる人も途絶え、慰めの草も

枯れてしまうのだと思うと｡
M 〇 不明 939 1 古今集 315 15 5 4 2 2 2 1

29 凡河内躬恒 M 〇 不明 不明 1 古今集 277 169 56 23 34 10 6 7 11 19 6 5 1 6 5 3 2

30 壬生忠岑
三十六歌仙の一人。壬生忠見の父。『古今和歌集』の選者。官位は低かったが歌人として名高く、藤原定家、藤原家隆、藤原公任などに絶賛されている。

藤原満子と一夜限りの恋仲だった。

あのときからわたしは、夜明けの来るのがつらい。夜明けが来るたびに、あのときの、あなたを思い出し

てしまうから。
M 〇 不明 不明 1 古今集 625 80 33 10 12 3 1 3 3 7 1 2 2 1 2

31 坂上是則 坂上望城の父。
ほのぼのと夜が明けていくころ、外を見ると有明の月がさしているのかと思うほどに、吉野の里一面にま

ぶしいばかりの、白雪が降り積もっていたよ。
M 〇 不明 不明 1 古今集 332 41 8 6 3 7 1 1 5 2 2 2 2 1 1

32 春道列樹 百人一首の和歌が詠まれたことで有名になった。
山あいの谷川に、風が架け渡したなんとも美しい柵があったのだが、それは流れきれずにいる紅葉であっ

たではないか｡
M 不明 920 1 古今集 303 5 3 2

33 紀友則 紀貫之の従兄弟。『古今和歌集』の選者。
こんなにも日の光が降りそそいでいるのどかな春の日であるというのに、どうして落着いた心もなく、花

は散っていくのだろうか。
M 〇 不明 905 1 古今集 84 65 46 9 2 2 1 2 1 1 1

34 藤原興風 三十六歌仙の一人。音楽の才能もあった。紀貫之や凡河内躬恒と同じ時代に大活躍した歌人だった。身分の低い役人として、一生を終えた。 これから誰を友とすればいいのだろう。馴染みあるこの高砂の松でさえ、昔からの友ではないのだから｡ M 〇 不明 不明 1 古今集 909 35 14 5 4 3 2 2 2 1 1 1

35 紀貫之
三十六歌仙の一人。椿と昔なじみで恋仲だった。。子供時代の愛称は阿古久曾。母は内教坊で妓女をしていた。紀友則の従兄弟。藤原道真の教え子。幼少

期に紀友則とともに歌会で在原業平に会ったことがある。『古今和歌集』の選者であり、「六歌仙」も選んだ。『土佐日記』の作者である。

さて、あなたの心は昔のままであるかどうか分かりません。しかし馴染み深いこの里では、花は昔のまま

の香りで美しく咲きにおっているではありませんか。
M 〇 不明 945 1 古今集 42 442 97 75 107 32 14 9 16 26 5 6 28 6 14 4 3

36 清原深養父 古今集時代の代表的な歌人。清原家は代々、歌と学問の家柄だった。清原元輔の祖父。清少納言の曾祖父。紀貫之たちとは大変仲良しであった。
夏の夜は、まだ宵のうちだと思っているのに明けてしまったが、 いったい月は雲のどの辺りに宿をとって

いるのだろうか｡
M 不明 不明 1 古今集 166 39 15 5 1 5 1 2 1 1 1 3 1 2

37 文屋朝康 文屋康秀の息子。平安時代に評判のあった歌人。低い官位のまま生涯を終えた。
(草葉の上に落ちた) 白露に風がしきりに吹きつけている秋の野のさまは、まるで糸に通してとめてない玉

が、美しく散り乱れているようではないか｡
M 不明 不明 2 後撰集 308 3 1 2

38 右近 藤原敦忠と恋仲だった。醍醐天皇の皇后である隠子に仕えていた女流歌人。

あなたに忘れられる我が身のことは何ほどのこともありませんが、ただ神にかけて (わたしをいつまでも

愛してくださると) 誓ったあなたの命が、はたして神罰を受けはしないかと、借しく思われてなりませ

ん。

F 不明 不明 3 拾遺集 870 10 5 3 1 1

39 源等 参議等 嵯峨天皇のひ孫。

まばらに、低い芽の生えている野のしの原、そのしの原の「しの」ということばではないが、わたしは、

しのびにしのんできたのです。でも、今ではもうこらえきれません。どうしてあなたがこんなに、恋しい

のでしょう。

M 880 951 71 2 後撰集 577 4 4

40 平兼盛 後撰集時代の代表的な歌人。赤染衛門の父。
人に知られまいと恋しい思いを隠していたけれど、とうとう隠し切れずに顔色に出てしまったことだ。何

か物思いをしているのではと、人が尋ねるほどまでに…。
M 〇 不明 990 3 拾遺集 622 90 2 39 17 4 6 3 5 2 2 3 1 3 1 1 1

41 壬生忠見
壬生忠岑の息子で三十六歌仙の一人。村上天皇の前で開催された歌合せで平兼盛と勝負を競うが敗北。その悔しさのあまりに食事がのどを通らず、病死し

たと言われている。

あの人を恋しているという噂が早々に広まってしまった。誰にも知られないようにひっそりと思い始めた

ばかりだというのに…。
M 〇 不明 不明 3 拾遺集 621 38 1 14 1 5 4 2 1 3 1 1 5

42 清原元輔 三十六歌仙の一人。後撰和歌集の選者。清原深養父の孫。清少納言と清原致信の父。
かたく約束を交わしましたね。互いに涙で濡れた袖をしぼりながら、波があの末の松山を決して越すこと

がないように、二人の仲も決して変わることはありますまいと。
M 〇 908 990 82 4 後拾遺集 770 9 6 1 2

43 藤原敦忠 権中納言敦忠 藤原時平の子。右近の片思いの相手だった。
恋しくて、恋しくてたまらなかったあの人。でも、思いがかなってともに一夜を過ごした後の、なやまし

くせつない気持ちにくらべたら、あのころの恋しさなど、まったく恋しい思いの数に入りませんよ。
M 〇 906 943 37 3 拾遺集 710 31 11 5 2 2 1 1 1 2 2 1 2 1

44 藤原朝忠 中納言朝忠 藤原定方の五男。右近の恋人だった。
男と女が愛し合う、そんなことが、この世になければ、冷たいあの人をうらんだり、自分のいくじなさ

を、なげいたりもしないだろうに。
M 〇 910 966 56 3 拾遺集 678 23 4 3 3 1 3 1 1 3 1 2 1

45 藤原伊尹 謙徳公 藤原忠平の孫。藤原義孝の父。
あなたに見捨てられた今となっては、もはや、わたしをかわいそうにと思ってくれる人もいないだろうか

ら、わたしは、このまま恋いこがれながら、きっとむなしく死んでいくにちがいないだろうなあ。
M 924 972 48 3 拾遺集 950 10 7 1 1 1

46 曽禰好忠 円融院が正月の遊びを開いたとき招待されていないのに来てたたき出された。和歌の才能を認められたのは死後。
由良の海峡を渡る船人が、かいをなくして、行く先も決まらぬままに波間に漂っているように、わたした

ちの恋の行方も、どこへ漂っていくのか思い迷っているものだ。
M 不明 不明 8 新古今集 1071 97 9 9 6 17 16 7 4 5 3 3 5 1 2 2 3 3

47 恵慶法師 安法法師と平兼盛と源重之の親友。
このような、幾重にも雑草の生い茂った宿は荒れて寂しく、人は誰も訪ねてはこないが、ここにも秋だけ

は訪れるようだ
M 不明 不明 3 拾遺集 140 57 18 12 2 2 7 2 1 3 1 2 2 2 1 2

48 源重之 旅好きの歌人として知られている。藤原実方を慕っていた。恵慶法師と親しかった。
あまりにも風がはげしいので、波は岩を打って自分だけくだけ散る。あの人は冷たく平気でいるのに、わ

たしだけが心もくだけるばかり、恋の物思いに悩んでいるこのごろですよ。
M 〇 不明 不明 6 詞花集 211 72 14 14 3 2 11 1 5 1 11 3 1 3 1 2

49 大中臣能宣 大中臣能宣朝臣 「後撰集」の撰者。「梨つぼの五人」の一人。伊勢大輔の祖父。
禁中の御垣を守る衛士のかがり火は、夜は赤々と燃えているが、昼間は消えるようになって、まるで、

(夜は情熱に燃え、昼間は思い悩んでいる) わたしの恋の苦しみのようではないか
M 〇 921 991 70 6 詞花集 225 128 59 26 4 8 10 2 2 2 2 2 4 2 1 2 1

50 藤原義孝
中古三十六歌仙の一人。藤原義懐の兄。藤原伊尹（謙徳公）の子。妻は源保光の娘。藤原行成の父。１３歳で歌才を認められ将来を嘱望されていた。しか

し、２１歳の時に天然とうで亡くなった。生き物を殺すのが大嫌いで、魚や鶏肉を一生食べなかったという。

今まで、わたしは思っていました、あなたに会うためならこの命も惜しくないと。でも、こうしてあなた

に会えた今は違います。この喜びでの中で、末永く生きたい、この幸せをいつまでも失いたくないと思う

のです。

M 954 974 20 4 後拾遺集 669 3 3

51 藤原実方 藤原実方朝臣
光源氏のモデルの一人と言われている。藤原定時の子。藤原師尹の孫。定信公のひ孫。清少納言と恋仲だった。左近中将のときに藤原行成と些細なことで

争い、暴力事件を起こした。そして、一条天皇の命令で位を陸奥守に下げられた。

こんなにあなたを思っているんです。でも、あなたには、とても言えません。ですから、伊吹山のさしも

草（もぐさ)ではないけれど、熱く、深く、燃えているわたしの恋心など、よもやあなたは、ごぞんじない

でしょうね。

M 不明 998 4 後拾遺集 612 69 7 14 1 3 4 12 4 2 3 2 7 2 1 2 3 1 1

52 藤原道信 藤原道信朝臣 謙徳公の孫。２１歳で父を亡くし、23歳で亡くなった。
夜が明ければやがて日が暮れそうすればまた、恋しいあなたにお会いできる。そんなことはわかっている

ものの、やはり、別れて帰らなければならない明け方は、うらめしいものです。
M 不明 994 4 後拾遺集 672 48 2 11 1 1 5 8 6 1 2 2 1 3 1 3 1 1 1

53 藤原道綱母 「蜻蛉日記」の作者。関白・藤原兼家の妻。右大将道綱の母。本朝三美人の一人。
(あなたが来てくださらないことを) 嘆き哀しみながらひとりで夜をすごす私にとって、夜が明けるのがど

れほど長く感じられるものか、あなたはいったいご存じなのでしょうか。
F 936 995 59 3 拾遺集 912 39 6 6 3 2 2 2 1 1 11 4 2 3 4 1 1

54 高階貴子 儀同三司母・高内侍
高階成忠の子。藤原道隆の妻。藤原伊周と中宮定子の母。藤原道雅の祖母。藤原道隆との結婚を決めたのは藤原義孝が藤原道隆に縁談がきていたことを聞

いたことがきっかけ。百人一首の和歌は後鳥羽院がとても気に入っていた。

水の流れが絶えて滝音が聞こえなくなってから、もう長い月日が過ぎてしまったが、(見事な滝であった

と) その名は今も伝えられ、よく世間にも知れ渡っていることだ。
F 不明 996 8 新古今集 1149 5 1 2 1 1

55 藤原公任 大納言公任 藤原定頼の父。藤原実方とは親友。紀貫之の流れをを受け継ぐ和歌の大家で『三十六人撰』を選んだ。
水の流れが絶えて滝音が聞こえなくなってから、もう長い月日が過ぎてしまったが、(見事な滝であった

と) その名は今も伝えられ、よく世間にも知れ渡っていることだ。
M 966 1041 75 7 千載集 1035 95 15 19 3 5 11 6 1 3 4 2 11 3 2 3 3 1 2 1

56 和泉式部 平安時代を代表する最高の女流歌人。子式部内侍の母。彰子に仕えた。
私はもうすぐ死んでしまうことでしょうが、私のあの世への思い出になるように、せめてもう一度なりと

もあなたにお会いしたいのです。
F 不明 不明 4 後拾遺集 763 244 1 67 7 16 21 25 14 16 3 6 34 4 5 7 4 4 4 3

57 紫式部
「源氏物語」の作者。藤原為時の娘。藤原惟規の姉。藤原宣孝と結婚し、大弐三位を生んだ。夫と死別し、一条天皇の中宮彰子に仕えた。藤子とは幼なじ

みで親友だった。

久しぶりにめぐり会ったのに、それがあなたかどうかも分からない間に帰ってしまうなど、まるで雲に隠

れてしまった夜中の月のようではありませんか。
F 970 1019 49 8 新古今集 1499 61 3 9 14 5 3 7 3 8 4 2 1 4 1

58 大弐三位 藤原賢子
紫式部にの子。高階成章の妻。「紫式部日記」の手紙文は、藤原賢子が成長したときのために、紫式部が心をくだいて書いたものだといわれている。15歳

のときに母を亡くし、母のあとをついで、彰子に仕えた。高階成章と結婚し、大弐三位とよばれるようになった。

有馬山に行く途中の、猪名のささ原に秋風がふくと、ささの葉はそよそよと音を立てます。あなたのほう

から風が吹けば、わたしは、そよそよとうなずきます。ねえ、そうでしょう。どうしてわたしが、あなた

を忘れたりするでしょうか。

F 999 不明 4 後拾遺集 709 37 9 1 1 4 6 3 1 1 2 1 1 2 1 1 1 1

59 赤染衛門 中古三十六歌仙の一人。赤染時用の子。中宮彰子に仕えた。赤染衛門と呼ばれたのは父の赤染時用の位の右衛門尉からきている。
(あなたが来ないと知っていたら) さっさと寝てしまえばよかったものを、(あなたの約束を信じて待って

いたら) とうとう明け方の月が西に傾くまで眺めてしまいました。
F 不明 不明 4 後拾遺集 680 99 1 32 4 8 6 10 1 6 3 4 7 1 2 6 1 5 1

60 小式部内侍
和泉式部の子。藤原定頼に「君の和歌は母に作ってもらったのではないか？」と愚弄された際、自分で和歌を作ったことを主張する和歌を読んで定頼を

あっと言わせた。しかし25歳前後の若さで死去。和泉式部は悲しんで、百数十首の歌を書き残した。

母のいる丹後の国へは、大江山や生野を越えて行かなければなりません。そんな遠い所ですから、その国

にある天の橋立にも、まだ行ったことがありません。
F 不明 1025 5 金葉集 550 10 1 3 1 2 1 1 1 1

61 伊勢大輔 伊勢大輔
中古三十六歌仙の一人。大中臣能宣の孫。筑前守高階成順の妻。一条天皇の中宮彰子に仕えた。宮中に八重桜が献上されたとき、藤原道長に桜の受け取り

役を任された。最初は紫式部がやる予定だったが、紫式部が推薦した。そのときの歌が百人一首に載った。夫に先立たれ、尼になった。
その昔、奈良の都で咲き誇っていた八重桜が今日、京の宮中で一段と色美しく咲いていますね。 F 不明 不明 6 詞花集 29 51 27 1 2 7 3 1 2 2 2 2 3 1

62 清少納言 清原諾子
中古三十六歌仙の一人。「枕草子」の作者。清原元輔の子。清原致信の妹。一条天皇の中宮定子に仕えた。藤原行成とは友達だった。藤原実方と恋仲だっ

た。藤原斉信のことが「枕草子」に書かれている。橘則光は最初の結婚相手だった。

夜の明けないうちに、鶏の鳴き声を真似て夜が明けたとだまそうとしても、(あの中国の函谷関ならいざ

知らず、あなたとわたしの間にある) この逢坂(おおさか）の関は、決して開くことはありません。
F 966 1020 54 4 後拾遺集 939 16 2 1 2 3 1 1 3 1

63 藤原道雅 左京大夫道雅
中古三十六歌仙の一人。藤原道隆と高階貴子（儀同三司母）の孫。幼名は松君。父伊周が事件を起こしてから実家が没落。粗暴な言動の噂がたえず、荒三

位と呼ばれた。当子内親王と恋仲だった。

「今となってはあなたのことはもうあきらめます。」という一言を人を通じてではなく、直接言う方法は

ないのだろうか。
M 992 1054 62 4 後拾遺集 750 8 5 1 1 1

64 藤原定頼 権中納言定頼
藤原公任の子。三条天皇のお供で奈良の春日大社へ行ったとき喧嘩を止めるために敦明親王の家来をぶちのめし役割を5年間取り上げられたり、15歳の子

式部内侍をからかって逆にやりこめられて逃げ出した話が有名。

夜がほのぼのと明けていくころ、宇治川一面に立ち込めていた霧が、とぎれとぎれに晴れて、晴れた所か

らすこしずつ、川の浅瀬にしかけた網代木が見えてきましたよ。
M 995 1045 50 7 千載集 420 52 16 4 4 3 5 1 1 7 1 1 3 1 1 1 3

65 相模
一説では源頼光の娘と言われており、相模守大江公資と結婚するが短期間で破局。その後藤原定頼など数多くの貴公子に恋するが実ることはなかった。一

方で女流歌人としては一流であり、歌合の審判を務めたことがある。

自分の不運を悲しみ、涙で濡れた袖を乾かす暇さえないのにそのうえ、この恋のために自分の評判が落ち

てしまうとは、何という残念なことでしょうか。
F 不明 不明 4 後拾遺集 815 105 40 4 4 5 11 18 5 1 8 2 1 1 2 1

66 前大僧正行尊 三条天皇のひ孫。10歳のときに父と死別し、12歳で出家した。厳しい修行を耐え抜き大僧正となった。
私があなたを愛しむように、あなたも私を愛しいと 思ってほしいな、山桜。 (こんな山奥では) あなたの

他には私を知る人は誰もいないのだから。
M 1055 1135 80 5 金葉集 521 46 8 2 1 11 1 2 1 3 7 2 1 3 2 1 1

67 周防内侍 有名な女流歌人だった。周防守の娘。女官。
春の夜のはかない夢のように、(僅かばかりの時間でも) あなたの腕を枕にしたりして、それでつまらない

噂が立つことにでもなれば、それがまことに残念なのです。
F 不明 不明 7 千載集 964 30 4 4 3 2 3 1 3 2 2 1 2 1 2 2

68 三条天皇
３６歳で位につき、病弱なうえに、目の病気を患っていた。病状が悪化する一方で、左大臣・藤原道長に退位を迫られ、皇居での火事が２回起きたのちに

天皇の位を譲った。翌年に病気で亡くなった。

つらいことばかり多いこの世の中、心ならずも生きながらえていたなら、今、こうして眺めている夜ふけ

の美しい月は、あとできっとなつかしく、恋しく思い出されることだろうよ。
M 976 1017 41 4 後拾遺集 860 41 13 1 2 8 1 2 5 1 2 1 1 2 2 2

69 能因法師 ２６歳ごろ恋人の死を悲しんで出家した。
はげしい山風がふき散らす、三室山のもみじ葉は、そのままふもとを流れる龍田川の水面をうずめつくし

て、まるで錦を織りなしたように美しい。
M 988 不明 4 後拾遺集 366 66 31 2 4 3 10 3 3 1 2 2 2 2 1 2

70 良暹法師 比叡山で修行する真面目なお坊さんだった。父は比叡山お坊さん、母は藤原実方の召し使い・白菊であった。 寂しくて、家を出てあたりを眺めてはみたが、この秋の夕暮れの寂しさはどこも同じであるものだ。 M 不明 不明 4 後拾遺集 333 31 14 4 6 1 2 1 1 1 1 1

71 源経信 大納言経信
白河上皇が大井川に出かけるときに遅刻してしまったが、三そうの船でそれぞれ和歌と漢詩と音楽の競い合いが行われておりどの分野でも才能を発揮し才

能を認められた。
夕方になると、家の前にある田の稲葉を音をたてて、 葦葺きのそまつな小屋に秋風が吹き訪れることよ。 M 1016 1098 82 5 金葉集 173 83 6 26 1 1 19 5 1 3 2 2 2 2 5 3 4

72 祐子内親王家紀伊
平安時代後期の女流歌人。祐子内親王に仕えていたことからこの名前がつけられている。百人一首に記載されている歌は堀河天皇主催の艶書合わせの際に

詠まれ、その内容は紀伊が７０代の時に若くて美しい女性になったつもりで詠んだものである。

噂に名高い高師の浜の波はいたずらに寄せてはすぐに引く。そんな波のように浮気で有名なあなたに思い

をかける訳がありません。涙（波）で袖が濡れては大変ですから。
F 不明 不明 5 金葉集 469 30 1 2 2 2 1 5 1 4 2 4 2 1 2

73 大江国房 権中納言国房
有名な学問の家柄・大江家出身で、神童と言われた。宮中の務めを辞めようとしたとき、源経信にいさめられた。４８歳で参議、５３歳で権中納言とな

り、学者としては例のない出世をした。

かなたにある高い山の峰にも桜の花が咲いたようだから､(その桜を見たいので) 手前の山の霞よ､どうか立

たないようにしてくれないか。
M 1041 1111 70 4 後拾遺集 120 118 2 7 13 17 14 6 9 6 3 2 10 2 4 7 2 4 5 4

74 源俊頼朝臣
大納言経信の息子で、身分はそれほど高くないものの、白川院の命令で「金葉集」をまとめた人として知られ、和歌の実力、評判も太鼓判を押す程であ

り、数々の歌合の審判を勤めたことがある。平安時代後期の代表的な歌人で、後の藤原俊成などに大きな影響を与えた。俊枝法師は俊頼の息子である。

（長谷観音）に「私の愛に答えてくれなかったあの人にそよ風のように吹き寄せてほしい。」とお願いし

たら、初瀬山が激しい風を吹き起こした。冷淡さが激しくなれとはお願いしてないのに…。
M 1055 1129 74 7 千載集 708 27 27

75 藤原基俊 藤原道長のひ孫。光覚の父。光覚が講師になりたいと言うので藤原忠道に光覚を推薦した。しかし、選ばれることは無かった。
あなたが約束してくださった、させも草についた恵みの露のような言葉を、命のように恃んでおりました

が、それもむなしく、今年の秋もすぎてしまうようです。
M 1060 1142 82 7 千載集 1026 104 1 1 26 7 7 15 4 4 5 6 6 5 5 6 7

76 藤原忠通 法相寺入道前関白太政大臣
藤原忠実の息子で２５歳で関白となった。しかし、その後崇徳天皇が位についたとき、摂政になったが反対派がいて保元の乱になった。百人一首の和歌は

崇徳天皇の前では行われた歌合せで詠まれたもの。後に出家した。

大海原に船を漕ぎ出してみると、遠くの方では、雲と見わけがつかないような白波が立っているのが見え

る。(まことにおもしろい眺めではないか)
M 1097 1164 67 6 詞花集 382 53 9 7 7 4 1 3 2 1 2 4 4 1 1 4 4 1

77 崇徳天皇 崇徳院
わずか５歳で位についた。父・鳥羽院には嫌われ、不当に天皇を辞めさせられた。弟・近衛天皇が亡くなっても、天皇にさせてもらえず、弟・後白河天皇

となった。翌年に後白河天皇を相手に保元の乱を起こした。戦いには敗れ、讃岐に流されてしまい。そこで亡くなった。

川の流れが早いので、岩にせき止められた急流が時にはふたつに分かれても、またひとつになるように、

わたし達の間も、(今はたとえ人にせき止められていようとも) 後にはきっと結ばれるものと思っていま

す。

M 1119 1164 45 6 詞花集 229 83 7 23 7 4 3 6 1 1 8 2 2 8 2 4 2 4

78 源兼昌
役人だったが後に出家した。歌人としてはあまり有名では無かったが、藤原定家は気に入って百人一首に載せた。「源氏物語・須磨の巻」を読んで感動

し、百人一首に載っている歌を詠んだ。

淡路島のほうから海をこえて渡ってくる千鳥の、もの悲しい鳴き声に、いく晩、目をさましたことだろう

か。一人さびしく暮らす須磨の関所の番人は。
M 不明 不明 5 金葉集 270 6 1 2 1 1 1 1

79 藤原顕輔 左京大夫顕輔 藤原顕季の子。六条家の代表歌人。近衛天皇、崇徳天皇、鳥羽天皇、堀河天皇に仕えた。
秋風にふかれて、たなびいている雲の切れ目から、もれ出てくる月の光の、なんというすみきった明るさ

だろう。
M 1090 1155 65 8 新古今集 413 79 9 6 14 6 5 4 5 2 4 6 2 3 4 2 3 1 1

80 待賢門院堀河 崇徳院の生母である藤原璋子と白河天皇の皇女である前斎院冷子内親王に仕えていた女流歌人。
あなたの心は末永くまで決して変わらないかどうか、わたしの黒髪が乱れているように、わたしの心も乱

れて、今朝は物思いに沈んでおります。
F 不明 不明 7 千載集 802 73 5 3 20 3 5 7 6 4 2 7 1 2 2 1 2 1 1

81 後徳大寺実定 後徳大寺左大臣 叔父は藤原俊成。いとこは藤原定家。祖父は藤原実能。
ほととぎすの鳴き声が聞こえたので、その方に目をやってみたが、(その姿はもう見えず) 空には有明の月

が残っているばかりであった。
M 1139 1191 52 7 千載集 161 77 15 16 9 2 6 5 3 8 3 1 1 4 2 1 1

82 藤原敦頼 道因法師 歌合せに負けた時に審判をしていた藤原清輔に自分の歌に少しも欠点が無いことを書き送りした。道因法師は８４歳ころに出家したときの名前。
つれないあの人を思って、どんなになげき悲しんでも、こうして死にもせず生きているのに、涙だけは、

つらさに耐えられず、とめどなく流れ落ちてしまうのだ。
M 1090 1182 92 7 千載集 818 41 20 4 3 1 1 1 1 2 1 1 3 1 1 1

83 藤原俊成 皇太后宮大夫俊成 藤原定家の父。『千載和歌集』の選者。当時の歌壇の第一人者で指導者としても定評があった。
世の中というものは逃れる道がないものだ。(この山奥に逃れてきたものの) この山奥でも、(辛いことが

あったのか) 鹿が鳴いているではないか。
M 1114 1204 90 7 千載集 1151 420 1 36 73 34 30 27 22 18 59 19 13 28 15 14 9 22

84 藤原清輔 藤原清輔朝臣
藤原顕輔の子。「袋草子」の作者。崇徳院に命により藤原顕輔が「詞花和歌集」をまとめたとき、藤原清輔の歌は選ばれなかった。その後二条天皇からの

許しを得て、「続詞花和歌集」をまとめようとしたが、完成する前に亡くなったため勅撰和歌集には選ばれなかった。

この先も生きながらえるならば、今のつらいことなども懐かしく思い出されるのだろうか。昔は辛いと

思っていたことが、今では懐かしく思い出されるのだから。
M 1104 1177 73 8 新古今集 1843 94 20 12 9 5 7 3 2 8 1 2 7 2 7 2 7

85 俊恵法師 源俊頼の子。大納言経信の孫。鴨長明の師匠。17歳で出家した。
一晩中恋しい人を思って悩んでいるので、早く夜が明けたらよいと思っているのですが、なかなか夜は明

けず、寝室の隙間さえも、わたしにつれなく感じられます。
M 1113 不明 7 千載集 766 84 1 22 12 6 2 5 3 3 3 3 3 5 2 7 1 6

86 西行法師 ２３歳で出家する前は佐藤義清といい、鳥羽上皇をお守りする武士だった。
嘆き悲しめと月はわたしに物思いをさせるのだろうか。 いや、そうではあるまい。本当は恋の悩みの所為

なのに、まるで月の仕業であるかのように流れるわたしの涙ではないか。
M 1118 1190 72 7 千載集 766 265 18 94 14 13 10 9 11 57 4 3 13 4 9 3 3

87 寂蓮法師 藤原定長
「新古今和歌集」の選者。12歳のときに藤原俊成の養子となった。33歳で出家し寂蓮と名乗るようになった。藤原俊成の歌風を受け継いで、藤原定家とと

もに新古今時代の代表歌人となった。

あわただしく通り過ぎたにわか雨が残した露もまだ乾ききらないのに、槇の葉にはもう霧が立ちのぼって

いく秋の夕暮れである。(なんとももの寂しいことではないか)
M 1139 1202 63 8 新古今集 491 118 7 36 8 8 7 7 9 8 3 3 2 5 6 3 6

88 皇嘉門院別当 源俊隆の娘。崇徳天皇の后・皇嘉門院に仕え、別当（長官）の役目をしていた。それが名前の由来である。
難波の入江に生えている、芦を刈った根のひと節ほどの短いひと夜でしたが、わたしはこれからこの身を

つくして、あなたに恋しなければならないのでしょうか。
F 不明 不明 7 千載集 807 9 2 2 1 1 1 1 1

89 式子内親王
第７７代後白河天皇の第三皇女。藤原俊成に和歌を学んだ。その息子・藤原定家に思いを寄せていた。藤原定家の日記『明月記』に繰り返し登場する。病

弱であったため、一生を独身のまま過ごした。

わたしの命よ、絶えることなら早く絶えてほしい。このまま生きながらえていると、耐え忍んでいるわた

しの心も弱くなってしまい、 秘めている思いが人に知られてしまうことになろうから。
F 1153 1201 48 8 新古今集 1034 159 10 49 14 15 9 5 5 16 2 5 15 3 3 4 4

90 殷富門院大輔 後白河天皇の第一皇女の殷富門院に、姉と一緒に女官として仕えていた女流歌人。
(涙で色が変わってしまった) わたしの袖をあなたにお見せしたいものです。あの雄島の漁夫の袖でさえ、

毎日波しぶきに濡れていても、少しも変わらないものなのに。
F 不明 不明 7 千載集 886 41 4 4 10 4 4 2 2 7 1 1 1 1

91 九条良経 後京極摂政前太政大臣 関白・九条兼実の子。藤原俊成・定家に和歌を学び、彼らに金銭的な援助をしていた。
こおろぎがしきりに鳴いている霜の降るこの寒い夜に、むしろの上に衣の片袖を敷いて、わたしはたった

ひとり寂しく寝るのだろうか。
M 1169 1206 37 8 新古今集 518 317 7 79 36 28 27 18 14 16 11 10 15 9 8 11 28

92 二条院讃岐 源三位頼政の子。二条天皇の女官として仕えていた女流歌人。
わたしの袖は、潮が引いたときも水面に見えない沖にあるあの石のように、人は知らないでしょうが､(恋

のために流す涙で) 乾くひまさえありません｡
F 不明 不明 7 千載集 760 63 4 16 13 3 6 2 3 4 3 2 3 4

93 源実朝 鎌倉右大臣 源頼朝の子。源頼家の弟。藤原定家に和歌を学んだ。父と兄の死後、将軍になったが甥の公暁に暗殺される。
この世の中は、いつまでも変わらないでいてほしいものだ。渚にそって漕いでいる、漁師の小船をひき綱

で引いている風情はいいものだからなぁ…
M 1192 1219 27 9 新勅撰集 525 92 25 13 8 5 5 11 3 4 7 3 2 2 4

94 飛鳥井雅経 参議雅経 「新古今和歌集」の選者。後鳥羽天皇と土御門天皇と順徳天皇の三代の天皇に仕えた。そして、参議という位になった。藤原俊成に和歌を習った。
吉野の山の秋風に、夜もしだいに更けてきて、都があったこの里では、衣をうつ砧(きぬた)の音が寒々と

身にしみてくることだ。
M 1170 1221 51 8 新古今集 483 170 22 20 13 20 19 10 7 10 7 1 6 6 5 24

95 慈円 前大僧正慈円 藤原忠通の息子で九条兼定の弟。13歳で僧侶となり、比叡山に入る。徳を積んだ僧侶として知られ、最終的に大僧正という僧侶の最高地位に就いた。
身の程をわきまえてないと言われるが、つらい世の中を生きる人々を仏の助けや守りがあるように祈らね

ばならない。それが比叡山に住み始めた私の努めなのだ。
M 1155 1225 70 7 千載集 1137 264 9 92 27 22 10 12 9 27 6 7 18 6 6 2 11

96 西園寺公経 入道前太政大臣
内大臣・坊城実宗の息子。妻は源頼朝の姪。藤原定家の妻の弟。公家育ちだったが、北条政子に承久の乱の情報をひそかに送っていた。幕府が勝利し、そ

の手柄で太政大臣にまでなった。７４歳で亡病気で亡くなった。

(降っているのは)嵐が庭に散らしている花吹雪ではなくて、降っているのは、実は歳をとっていくわが身

なのだなぁ。
M 1171 1244 73 9 新勅撰集 1052 113 10 29 14 9 9 7 11 8 4 1 6 2 2 1

97 藤原定家 権中納言定家
『百人一首』の選者。藤原俊成の子。竜寿御前の弟。親戚である宇都宮頼綱に障子に貼る色紙形を一人一首で百枚選んでほしいと頼み、百人一首を選ん

だ。式子内親王に恋心を抱いていた。「三巻本」の「枕草子」は藤原定家が書き写したもの。

約束しておきながら全然来ない恋人を待っています。あたかも松帆の裏で夕なぎ時に焼く藻塩のように恋

人をしたって思い焦がれています。
M 1162 1241 79 9 新勅撰集 849 467 8 47 16 43 56 29 32 69 28 20 36 19 26 19 19

98 藤原家隆 従二位家隆 新古今和歌集の選者。後鳥羽院に優れた才能を認められていた。島流しにあった後の後鳥羽院と文通していた。
ならの 葉に風がそよげば、この「ならの小川」のあたり、夕暮れはもう秋を思わせるすずしさです。けれ

ど、川のほとりで行われている六月ばらえの行事は、今はまだ夏だというなによりのしるし。
M 1158 1237 79 9 新勅撰集 192 281 4 43 43 18 41 16 18 15 10 10 15 7 17 11 13

99 後鳥羽天皇 後鳥羽院 「新古今和歌集」を作るよう命じた天皇。土御門院と順徳院と承久の乱を起こした。そして、流罪となり隠岐へ流された。
人が愛しくも思われ、また恨めしく思われたりするのは、(歎かわしいことではあるが) それと言うのも、

この世をつまらなく思う、もの思いをする自分にあるのだなぁ。
M 1180 1239 59 10 続後撰集 1202 325 50 4 35 57 20 12 30 15 12 29 12 16 10 23

100 順徳天皇 順徳院 後鳥羽院の子。土御門院の弟。承久の乱に父と兄とともに兵をあげた。しかし、負けてしまった。そして、戦いを計画したとして佐渡に流された。
御所の古びた軒端のしのぶ草を見るにつけ、(朝廷の栄えた) 昔が懐かしく思われて、いくら偲んでも偲び

きれないことだ。
M 1197 1242 45 10 続後撰集 1205 161 17 35 15 11 12 8 8 14 9 7 11 14
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